
まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性のののの整理整理整理整理 第3回市民まちづくり会議　資料２

○住まいと暮らし（住環境・防災・防犯・コミュニティ）

分野分野分野分野 現状現状現状現状 課題課題課題課題 まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性 取取取取りりりり組組組組みみみみアイデアアイデアアイデアアイデア（（（（方策方策方策方策）））） 見出見出見出見出しししし ラベルラベルラベルラベル

●災害に強いまちのあり方を検討す

る。

行田の特性を活かした整備の検討

●水害対策を充実させる。 水害に備えるための河川改修 水害に対する河川の改修工事

水害時に活用できる水路の整備 小さな河川（水路）の整備。水害の

時に（冬）簡単に開けられるように。

水利組合との話し合い。管理面の

問題

●市街地の延焼を防ぐための空間を

確保する。

市街地におけるオープンスペースの

確保

中心部：火災の危険性を考慮した空

間の確保

●防災体制の見直しや災害時の体制

強化を進める。

避難所の安全対策（施設の耐震化

等）の強化

避難所：洪水、地盤の強化

防災体制（コミュニティ・インフラ整備）

の見直し

防災体制の見直し（コミュニティー・

インフラ整備）

水害のハザードマップの見直し 水害のハザードマップの見直し

地震・水害・火災別の防災訓練の実

施

防災訓練（地震・水害・火災別）

●良好な住環境を保全・維持するた

めのルールづくりを進める。

建築協定や地区計画の整備推進 美化の面も 最低敷地面積や建蔽率、高さの規

制

景観整備：地区によっては必要

建築協定や地区計画の検討

緑化や通行空間の確保

●災害時に配慮した安全な住宅地を

つくる。

ブロック塀を生け垣にするなどのルー

ルづくり

地震の際の安全性確保 ブロック塀を作らず、垣根などにす

る。

生け垣化に対する補助制度の整備 行政からの補助：植木の提供（昔は

あった？）

●屋敷林などのまとまった緑を保全・

推進する。

屋敷林：市や地域で残していけない

か

●公園や街路樹の維持管理のあり方

を見直す。

公園や街路樹のオーナー制の導入 公園管理：オーナー制？街路樹（実

のなる木）

●地域が主体となったクリーン活動を

継続する。

自治会や小学校におけるクリーン活

動の継続

クリーン活動を続けて行く。

・自治会（衛生）・小学校

冬場の水路：流れが止まるので汚

い。

●防犯灯の整備・充実を図る。 全地域での防犯灯の整備 防犯灯の整備：・全地域・足元を照

らす

足元を照らすタイプの防犯灯の導入

の検討

●地域で気軽に集まれる場所を整

備・充実する。

コミュニティセンターの整備（自治会館

の機能充実）

地域の集まる場所 自治会の強化→小学校の活用

小学校の活用 行政の担当制、職員の派遣

既存施設の再編成（公民館、地域文

化センター、自治会館）

部会制

各施設と体制の連携（再編成）

コミュニティーセンター：自治会館に

その機能を持たせては？

公民館・コミュニティーセンター・地

域文化センター・自治会館

美化

防犯

コミュ

ニティ

防災

生活環境

住環境

緑

公園
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○自然災害が比較的少な

い地理的条件である。

○一方で、河川や用水が

多く、水害のリスクがあ

る。

○公園の除草作業がきち

んと行われている。

○市有地の空地や緑道等

の維持管理が十分にされ

ていない。

○地域によっては買い物

や交通の利便性が低いと

ころがある。

○生活道路内への通過交

通が増えると騒音などの

問題が生じる。

水害水害水害水害やややや地震地震地震地震、、、、火災火災火災火災にににに対対対対

してしてしてして、、、、よりよりよりより強強強強いまちづいまちづいまちづいまちづ

くりがくりがくりがくりが必要必要必要必要。。。。

利便性利便性利便性利便性とととと生活環境生活環境生活環境生活環境のののの改改改改

善善善善とのとのとのとのバランスバランスバランスバランスのとれのとれのとれのとれ

たまちづくりがたまちづくりがたまちづくりがたまちづくりが必要必要必要必要。。。。

第第第第２２２２回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ

○建て替えに伴い、宅地

の細分化等が進んでい

る。

第第第第１１１１回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ

良好良好良好良好なななな住宅地住宅地住宅地住宅地をををを保全保全保全保全すすすす

るためのるためのるためのるための取組取組取組取組みがみがみがみが必必必必

要要要要。。。。

○過疎化が進んでいる地

区がある。

高齢化高齢化高齢化高齢化にににに向向向向けたけたけたけた、、、、地域地域地域地域

でででで支支支支ええええ合合合合ううううコミュニコミュニコミュニコミュニ

ティティティティのののの維持維持維持維持にににに向向向向けたけたけたけた取取取取

組組組組みがみがみがみが必要必要必要必要。。。。

地域地域地域地域のののの公園公園公園公園のありのありのありのあり方方方方やややや

維持管理維持管理維持管理維持管理についてについてについてについて、、、、リリリリ

ニューアルニューアルニューアルニューアルなどをなどをなどをなどを含含含含めめめめ

たたたた見直見直見直見直しがしがしがしが必要必要必要必要。。。。

よりよりよりより犯罪犯罪犯罪犯罪がががが起起起起こりにくこりにくこりにくこりにく

いまちにするためのいまちにするためのいまちにするためのいまちにするための取取取取

りりりり組組組組みやみやみやみや設備設備設備設備のありのありのありのあり方方方方

のののの検討検討検討検討がががが必要必要必要必要。。。。

○市民による防犯パト

ロールが行われている。

○防犯灯が明るすぎて、

星空が見えなくなってい

る。

○地域の公園は、あまり

使われていない。

○地域の公園は、管理上

の問題がある。

気持気持気持気持ちよくちよくちよくちよく暮暮暮暮らせるたらせるたらせるたらせるた

めにめにめにめに、、、、美化活動美化活動美化活動美化活動やややや維持維持維持維持

管理管理管理管理のののの取取取取りりりり組組組組みみみみ、、、、体制体制体制体制

整備整備整備整備がががが必要必要必要必要。。。。
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○暮らしを支える（道路・公共交通・下水道・情報インフラ）

分野分野分野分野 現状現状現状現状 課題課題課題課題 まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性 取取取取りりりり組組組組みみみみアイデアアイデアアイデアアイデア（（（（方策方策方策方策）））） 見出見出見出見出しししし ラベルラベルラベルラベル

●歩いて暮らせるみちづくりを推進す

る。

歩行者空間の確保 歩いて暮らせる「みちづくり」の推進 歩行者空間の確保（狭い道へのグ

リーン舗装）

車道整備より歩道整備を優先

歩道：お年寄り・子供→交通事故減

少→健康増進（人が歩く→活気が出

る）

「歩行者」「自転車」用の道しるべを作

る。・路面表示・案内板・マンホール

ふたの活用

通行規制（一方通行等）による歩行者

空間の充実

片側一車線道路を一方通行路にし、

一方を「歩道」とする。

狭い道路は一方通行としてみなし舗

道を表示する。

もっと一方通行道路を増やすべき（出

来ることから）

お金を掛けないで出来る事から始め

る

現状の見直し（直に出来る事を行

う、・歩道整備・一方通行のネットワー

ク）

目的地を意識した、つながりのある歩道

の整備

「歩道」をつなげる「目的地」を意識し

た歩道づくり

自転車専用道路（レーン）の整備 自転車道（旧市街地）

自転車専用レーンを作り、歩行者の

安全を確保する

生活専用道路の区域指定 産業道路と生活道路の色分け。生活

専用道路の指定化。

●歩きたくなる、人に優しいみちづくりを

推進する。

歩道のバリアフリー化及びユニバーサ

ルデザインによる歩道の整備

歩きたくなる、人に優しい「みちづくり」

の推進

歩道のバリアフリー化

歩道のマウントアップを下げ、歩道ブ

ロックで区分する。

新しい道路を作る時、歩道幅を「人に

やさしい」意識した作り方を持つ。

歩道幅員の拡幅 歩道幅を広げる

街路樹の撤去をして歩道にし、舗装

する

信号点滅時間の見直し 信号の点滅時間を歩行者の秒数を

長く。（旧市街地）

○道路整備に伴い、歩行

者が行き来しにくい箇所が

生じ、地域が分断された。

○道路アクセスの向上によ

り既存市街地の買い物客

減少した。

道路整備道路整備道路整備道路整備にににに伴伴伴伴うううう周辺地周辺地周辺地周辺地

域域域域へのへのへのへの配慮配慮配慮配慮（（（（地域分地域分地域分地域分

断断断断、、、、活性化対策活性化対策活性化対策活性化対策））））がががが必必必必

要要要要。。。。

●南北方向道路を充実させる。 南北方向道路の充実 南北方向道路の必要性

市全体の道路ネットワークは拡充さ

れているのでは？

●案内板等の整備により利用者の利便

性を向上させる。

利用者に伝わる道路案内板の工夫・見

直し

ソフト（案内板など）施策を充実させる

べき

高速道IC案内板に「行田」方面を入

れる活動

●市民と一体となった「みちをまもる」た

めの仕組みづくりを進める。

道路照明灯の整備充実 市民と一体となった「みちをまもる」た

めの仕組み作りの推進

照明（街路灯）をもっと整備する

街路樹や歩道の維持管理の仕組みづく

り

街路樹、歩道清掃（美化）の仕組み作

り

●地域住民の利便性を高めるバス路線

ルートを見直す。

JR行田駅へのバス運行の強化 JR行田駅へのバス運行、通勤・通学

者の利便向上。

循環バスのルートの見直し 循環バスの利便性向上、レーダー

チャート路線→どこからでも市役所等

に行ける。

●高齢者や観光客に配慮した循環バス

のルート設定を検討する。

お年寄りの為の循環バスルート

循環バスの利便性の向上の為に生

活弱者が自分が望む場所にて乗降

車出来る制度

観光客向けルートの充実 観光客のためのルート

●公共交通利用者のための駐車場を

整備する。

鉄道・バス利用者のための駐車場整備 公共交通の「駅」「バス停」等に付属

する駐車場の確保

●鉄道事業者と市・市民との協力体制

を築く。

鉄道事業者と市および市民との意見交

換機会の創出

「秩父鉄道社」と「行田市」「行田市

民」との意見交換会形式の会を持

公共交通機関としての役割をもっと

自覚すべき

●河川環境を保全する。 河川改修、整備の推進 河川環境の保全と下水道普及を推進 河川の整備

渇水期通水による河川の浄化 河川の管路化と改良

上水道の水源を深井戸・河川から河

川利用にする

●上水道施設の耐震化を推進する。 上水道施設の耐震化 上水道施設の耐震化

施設の耐震化

上水道の原水を河川に転換し、耐震

化を図る

●下水道整備を推進し、下水道普及率

を向上させる。

下水道普及率・水洗化率の向上 下水道整備の推進。特に「忍川」接近

地域

下水道普及率目標値を高くする。（設

備完了地区の下水道利用率を上げ

る必要もある）

●都市ガス網の充実を図る。 都市ガス網充実に向けた事業者への働

きかけ

都市ガス網、充実の為に東京ガスに

普及努力を強力に要請する。

●市民参加を広げるためのPRを行う。 広報誌等を活用した、幅広い世代への

市民参加の意識向上

市民参加は世代を越えて

「防災行田」「市報」の利用でPR

自治会・企業等へのPRと協力依頼 自治会、工業団地等の企業へのPR

や協力を依頼する。

●市民活動グループと連携したまちづく

りを進める。

市民活動グループとの連携 市民大学のグループ活動と、まちづく

りとの連携による改善、スピードアッ

プ。
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○主要道路で、歩道が整

備されていない箇所があ

る。

○歩道に段差やスロープ

が多い、また、歩道の幅員

が狭い。

○歩行者と自転車が安心

して利用できない。

道路道路道路道路やややや街路樹街路樹街路樹街路樹についについについについ

てててて、、、、適切適切適切適切なななな維持管理維持管理維持管理維持管理がががが

必要必要必要必要。。。。

○高速道路へのアクセス

利便性が十分でない。

第第第第１１１１回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ

○市民の意見を踏まえた

まちづくりを進めて欲しい。

市民参加

○上水道が使いやすい。

○忍川や導水路では、生

活排水の流入や冬期間の

水流減のために、臭うこと

がある。

○都市ガスが利用出来な

い。

インフラ

①新しい公共交通体系を作る。

②市民ニーズを踏まえて循環バスの

充実。「公共公益施設、鉄道駅etc」

○JR行田駅よりも吹上駅

の方が、市民に多く利用さ

れている。

○秩父鉄道の本数が少な

い。

道路

公共交通

道路ネットワークの確立より、PR、案

内板などの整備による利便性の向上

（南北方向の道路は一部必要）

○道路や街路樹の整備・

維持管理が十分にされて

いない箇所がある。

○市内循環バスは、観光

利用しやすい設定がされて

いる。

○市内循環バスの利用度

が低い。

広域的広域的広域的広域的なななな交通利便性交通利便性交通利便性交通利便性をををを

向上向上向上向上させるためのさせるためのさせるためのさせるための道路道路道路道路

計画計画計画計画がががが必要必要必要必要。。。。

歩行者歩行者歩行者歩行者やややや自転車利用者自転車利用者自転車利用者自転車利用者

がががが、、、、気持気持気持気持ちよくちよくちよくちよく安心安心安心安心しししし

てててて道路道路道路道路をををを利用利用利用利用できるできるできるできる道道道道

づくりがづくりがづくりがづくりが必要必要必要必要。。。。

市民市民市民市民のののの意見意見意見意見をををを踏踏踏踏まえたまえたまえたまえた

まちづくりをまちづくりをまちづくりをまちづくりを進進進進めるためるためるためるた

めのめのめのめの体制体制体制体制やややや仕組仕組仕組仕組みづくみづくみづくみづく

りがりがりがりが必要必要必要必要。。。。

地域住民地域住民地域住民地域住民がががが快適快適快適快適にににに暮暮暮暮らららら

せるためのせるためのせるためのせるための上下水道上下水道上下水道上下水道やややや

都市都市都市都市ガスガスガスガスのののの整備整備整備整備・・・・充実充実充実充実

がががが必要必要必要必要。。。。

交流人口交流人口交流人口交流人口のののの増加増加増加増加にににに向向向向けけけけ

たたたた鉄道利便性鉄道利便性鉄道利便性鉄道利便性のののの向上向上向上向上がががが

必要必要必要必要。。。。

地域住民地域住民地域住民地域住民のののの利便性利便性利便性利便性をををを高高高高

めるとともにめるとともにめるとともにめるとともに、、、、多多多多くのくのくのくの

人人人人にににに利用利用利用利用されるされるされるされるバスバスバスバス運運運運

行行行行のありのありのありのあり方方方方のののの検討検討検討検討がががが必必必必

要要要要。。。。

関連



第１回市⺠まちづくり会議まとめ 

 

第２回市⺠まちづくり会議まとめ 

 

 



まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性のののの整理整理整理整理 第3回市民まちづくり会議　資料２

○魅力を高める（自然環境、景観、歴史・文化、レクリエーション）

分野分野分野分野 現状現状現状現状 課題課題課題課題 まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性 取取取取りりりり組組組組みみみみアイデアアイデアアイデアアイデア（（（（方策方策方策方策）））） 見出見出見出見出しししし ラベルラベルラベルラベル

●自然環境を保全・活用する。 ビオトープの整備 ビオトープ作り（※川扱いではない）

→森づくり

旧忍川のポケットパークのビオトー

プ

公園等に苗木を植えることによる森づ

くりの推進

森づくりの推進：命を守る森づくりに

より公園等に苗木を植える活動

（2008年から）

●歴史資源を掘り起こし、保全する。 歴史資源の掘り起こし 歴史の掘り起こし 歴史の掘り起こし（忍城・神社・寺・

公園・古墳・蓮）

歴史が忘れ去られないうちに・・。早

めに掘り起こしを（小埼沼）

埼玉県みどりの駅？（・古代はすの

里・スタンプラリー）

●地域資源の保全手法を検討する。 買い上げを含めた保全・活用方法の

整備

資源を買い上げも含めて保全する 蔵

自然も歴史・文化も保存、残す。（保

全、買い上げ）整備は検討

●維持管理や活用にあたって、ボラン

ティアを活用する。

ボランティアによる地域資源の維持管

理の仕組みづくり

ボランティア高齢者の活用 高齢の人の活用（拠点・ルートに運

営、維持にお手伝いしていただく）

案内のガイド充実

●地域資源をつなぐルートを設定す

る。

地域資源をつなぐルートの設定 資源をつなぐルートづくり 旧忍川の活用（古墳～古代蓮の里

まで）

忍川から水城公園への癒しの道づく

り

●地域資源の案内板を充実させる。 地域資源をつなぐルートへの案内板

の設置

観光PRと案内板の設置 観光拠点を線でつなぐ路や案内板

などの設置

スポットのつながり（交通・道路、

ルート案内・地図）

PRの充実 資源のPRを充実する

●自転車で回れるまちづくりに向けた

環境整備を進める。

自転車道の整備 歩道の一部を自転車道に。レンタサ

イクルの充実を！

広すぎる歩道を一部自転車道に

利用しやすいレンタサイクルの充実 電動→返却、通常→乗り捨て、緩和

を！

●観光客にとって利用しやすい交通

手段を整備する。

地域資源（観光拠点）をまわる循環バ

スの充実

市民・観光のニーズを満たす機能を

追加する

観光拠点行きの循環バスは？利用

状況？

ルートの見直しを！

観光の機能も追加する

利用状況に応じた市内循環バス運行 時間帯、曜日によって変更する！※

市民のバスは小さめでも良い。

●公園・緑道等を気持ちよく利用出来

るように維持管理する。

水城公園や忍川等の水質の浄化 水の浄化を 水城公園、忍川の水の浄化

●資源（拠点）を結び、アクセスをわか

りやすくする。

主要な拠点を結ぶ緑道の整備 拠点を結ぶ緑道を だんごの串を！主要な拠点を結ぶ

緑面を。

分かりやすいアクセス路 アクセス路をわかりやすくする

地域資源と連動したサイクリングコー

スの整備

地域観光情報と連携したサイクリン

グコースを色分けする

サイクリングコースと連携した地域

観光情報を。

コース毎に道路の色をつける

●市民が身近でスポーツに親しめる

環境を整える。

身近なスポーツ施設の充実 （他グループからの意見） スポーツを好む子供達（小学生）を

育てる。一人間の活力、たくましく生

きる力を育成する。

●市民や観光客がホッとできる場を整

備する。

休憩スペースの確保 ホッと出来る場つくり 観光客や市民が（ホット）見つける

場所が欲しい

既存の資源に追加する 既存の資源に追加する

商工センターの活用 センターの活用

●行田らしさを生かしたおもてなしを

できる環境を整える。

郷土料理を提供する場の整備 郷土料理を楽しむ 郷土料理を楽しめる場

風車エネルギーをいかした喫茶ス

ペース等の創出の検討

風車エネルギーでコーヒーを！ 風車を（国）回すようにする→エネル

ギー

市の管理、元入公園

コーヒー飲めると良い

●情報発信の体制づくりや既存の発

信手法を見直し、改善する。

観光情報の一元化 観光情報を一元化する 観光等の情報が欲しい時、一箇所

で分かるような拠点作り

ホームページのわかりやすさと利便性

の向上

わかりやすいホームページ 市のホームページに各々の分類に

応じ公開してリンクによる個別サイト

へたどりつけるようにする。

●市民一人ひとりが、行田市の宣伝

ができるようになる。

市民がまちについて学ぶ機会の充実 市民がもっと、街を知ろう！ 街の外部宣伝

市民の学習（まちのことなど）

公共交通

○観光資源を利用するた

めの公共交通が整備され

ていない。

○地域資源の場所や地域

資源に関する情報を伝え

る手段が充実していない。

地域資源地域資源地域資源地域資源にににに関関関関するするするする情報情報情報情報

がががが、、、、必要必要必要必要としているとしているとしているとしている人人人人

にににに的確的確的確的確にににに伝伝伝伝えられるよえられるよえられるよえられるよ

うなうなうなうな情報発信情報発信情報発信情報発信のののの工夫工夫工夫工夫がががが

必要必要必要必要。。。。

情報発信

地域資源地域資源地域資源地域資源をつなぐをつなぐをつなぐをつなぐネッネッネッネッ

トワークトワークトワークトワークのののの整備整備整備整備がががが必必必必

要要要要。。。。

○レンタサイクルやサイク

リングロードの整備が進

んでいるが、一部、自転車

道がつながっていない。

平坦平坦平坦平坦なななな地形地形地形地形をををを生生生生かしかしかしかし

たたたた、、、、自転車自転車自転車自転車でででで回回回回れるまれるまれるまれるま

ちづくりのちづくりのちづくりのちづくりの推進推進推進推進がががが必必必必

要要要要。。。。

○人が集まり、楽しめる魅

力的な公園、広場、緑道

等が少ない。

市民市民市民市民がががが楽楽楽楽しめるしめるしめるしめる公園公園公園公園やややや

緑道緑道緑道緑道、、、、サイクリングサイクリングサイクリングサイクリング

コースコースコースコース等等等等のののの整備整備整備整備がががが必必必必

要要要要。。。。

市民市民市民市民やややや観光客観光客観光客観光客がががが地域資地域資地域資地域資

源源源源をををを気軽気軽気軽気軽にににに回回回回れるようれるようれるようれるよう

なななな公共交通公共交通公共交通公共交通のののの充実充実充実充実がががが必必必必

要要要要。。。。

道路

第第第第２２２２回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議でででで出出出出されたされたされたされた意見意見意見意見

レクリ

エーショ

ン ○街中にベンチやトイレな

どが少なく、ゆっくりと過ご

すことが出来ない。

市民市民市民市民やややや観光客観光客観光客観光客がががが街中街中街中街中でででで

ゆっくりとゆっくりとゆっくりとゆっくりと過過過過ごすことごすことごすことごすこと

ができるができるができるができるスペーススペーススペーススペースのののの充充充充

実実実実がががが必要必要必要必要。。。。

○自然の風景から歴史的

な資源まで、様々な地域

資源が点在している。

○一部には、維持管理や

整備が必要な地域資源が

ある。

多様多様多様多様なななな地域資源地域資源地域資源地域資源をををを、、、、適適適適

切切切切にににに維持管理維持管理維持管理維持管理しながしながしながしなが

らららら、、、、活用活用活用活用していくことしていくことしていくことしていくこと

がががが必要必要必要必要。。。。

第第第第１１１１回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ 第第第第２２２２回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ

地域資源

○点在している地域資源

を歩いて楽しめる散策道

がない。

関連

関連



第１回市⺠まちづくり会議まとめ 

 

第２回市⺠まちづくり会議まとめ 



まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性のののの整理整理整理整理 第3回市民まちづくり会議　資料２

○賑わいをつくる（中心市街地と駅周辺、産業振興、観光）

分野分野分野分野 現状現状現状現状 課題課題課題課題 まちづくりのまちづくりのまちづくりのまちづくりの方向性方向性方向性方向性 取取取取りりりり組組組組みみみみアイデアアイデアアイデアアイデア（（（（方策方策方策方策）））） 見出見出見出見出しししし ラベルラベルラベルラベル

●歩いて暮らせる、高齢者にやさしいま

ちをつくる。

歩いて暮らせる、高齢者にやさしい

●高齢者にやさしい商店街など、商店

街の差別化による活性化を図る。

商店街の個性化、差別化の推進 商店街の差別化 商店街の差別化を図る様にしたら、

高齢者⇔商店が利用しやすい

高齢者向けサービスの充実 サービス 高齢者の荷物を運ぶサービス「御用

聞き」スタイル

市内ウォーキングによる商店街の活性

化

市内商店街だけの活性化：人の流れ

がないから、土日毎に市内ウォーキ

ングの企画を行う。

●商店街の再編・集約を図る。 空き店舗の活用 商店街の再編・集約 空き店舗：地権者にどいてもらう。（専

門店のゾーン）

経営意欲のある店舗の集約化 逆に来てもらう。やりたい人に集約す

る。

借地のままで活用する

●人が集まる場所を創出する。 繁華街の整備 人が集まる場所を作る 繁華街を作る

大店舗で商店街は駄目になる

観光物産店の整備 観光物産店を設ける

●商店街のPRを推進する。 魅力ある参加型イベントの実施 PR 体験できる（藍染、勾玉作り）などの

PRも

JRや関係機関との連携よるPR強化 JRタイアップ、案内不足

●個別計画に基づき、戦略的に開発を

推進する。

何故開発が進まないのか？ JR行田前、何故開発が進まないの

か？（MPに色付けているが）

計画的・戦略的・具体的な開発推進 小さいところから具体的に進めるべき

大きなことは出来ない

税収の為の戦略的方策が不明

市としての具体的目標がない

●人口流出に歯止めをかけるための施

策を充実する。

何故流出するのか？ 何故流出するのか？→地域になじめ

ない・子供が出て行く・迎え入れる

出て行った人を戻す、迎え入れる施

策

バス・鉄道の利便性の向上 利便性のUP（バス路線見直し、JRダ

イヤ見直し）

JR行田駅：周辺が駐車場だらけで

（農家の土地利用）車ではなく、バス

利用が便利になれば、行田駅に人は

集まる

土地の高度利用化の推進 もっと人を増やす、人を住まわせる。

マンション開発施策（緩和）

→熊谷はマンションが出来ている

●観光客の視点から、観光施策を見直

し、必要な取組みを講じる。

観光客の視点による観光施策の見直し 観光（観光客の目線で見直す） 観光客目線で全てを見直す。

観光客が訪問したくなる行田にする。

他市より違うもの。

食べ物屋を増やす

●行田ブランドを創出する。 新たな行田ブランド（食べ物）の創出 行田ブランド、新しい食べ物 フライ、ゼリーフライでは客は呼べな

い。市民からアイデアを募集して新し

い食べ物を

新しい行田名物の食べ物を作る。

地産地消による飲食店の展開 農産物（行田で作った）での地産地消

の店を作る。

農家を募集する

●自転車でまわれるまちづくりを進め

る。

自転車のまちとする

サイクリングロードの整備 サイクリングロード サイクリングロードを整備する。行田

を自転車の街とする。

歩道を自転車で走りづらい（でこぼ

こ）→整備する

自転車道：新設＆カラーペイントで誘

導目的へ

●観光客が利用しやすいタクシー制度

を整備する。

タクシー利用による観光施策の推進 タクシー 格安観光：タクシーの常設＆予約制

●観光客が訪れたくなる施設・環境を

整備する。

行田ブランドを楽しめる物産館の整備 施設 行田の名物、食物を一箇所にここに

行くと全部求められるという所（物産

館）

休憩所やベンチ等の充実 観光客が座れるベンチを各食べ物屋

さんの前に置く

ゆっくりしてもらうのに休憩所（喫茶

店、甘味処）が欲しい。（空店などを

利用する）

●観光客に分かりやすい案内やガイド

を充実させる。

ガイドボランティア（説明ボランティア）の

結成

立て看板、ボランティア 説明ボランティアを組織する

施設、説明の充実、132の神社仏閣

の説明文の充実・休憩椅子の充実

観光ボランティア、シルバー人材の活

用を。

観光資源を活用したイベント等の定期

的な実施

イベント実施、・桜めぐり・古墳・足袋

蔵の月間設定（日本史めぐり等）

●観光に関するPRを強化する。 観光協会をトップとした体制の見直し PR 観光協会が観光でのTOP組織とする

ホームページやパンフレットの見直しと

充実

ホームページを充実させる（行田案内

を統一させる）呼び方

案内パンフ統一と充実、観光協会へ

の一元化

観光ブース、案内パンフレット

様々な媒体を活用した情報発信の強化 情報発信の充実（・車内・インターネッ

ト・JR行田駅・新聞・秩父鉄道・雑誌・

手帳）

「アド街っく天国」の放映権の買い取

り、放映。

IT案内の統一・市役所観光課。商工

会議所、他と話し合い統一。

商工観光課主催のイベント助成金の

配分を再検討

●小中学生に行田の魅力を伝え、愛着

を育てていく。

小中学生を対象とした「行田の魅力」を

伝える講習の実施

小中学生への「行田の魅力」の講習、

年数回。

第第第第１１１１回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ

観光に

対する

市民意識

○観光に対する市民の関

心が低い。

○観光客に聞かれたときに

答えられない人が多い。

○観光客が訪れたときに

利用できる飲食店や駐車

場、宿泊施設等が少ない。

○観光客に対して観光に

関する情報が伝わっていな

い。

○たくさんの観光資源ある

が、活用されていない。

○行田ならではの食べ物

や特産物がない。

○首都圏を消費地に抱え

ており、農業は貴重な産業

の一つとなっている。

○行田市の農業に関する

PRが少ない。

○行政や関係組織が情報

を共有していない。

○今後も厳しい財政状況

が続く見込みとなってい

る。

行政行政行政行政やややや関係機関関係機関関係機関関係機関がががが連携連携連携連携

してしてしてして、、、、活気活気活気活気あるまちづあるまちづあるまちづあるまちづ

くりへのくりへのくりへのくりへの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを進進進進

めることがめることがめることがめることが必要必要必要必要。。。。

市内市内市内市内からからからからJRJRJRJR行田駅行田駅行田駅行田駅へのへのへのへの

アクセスアクセスアクセスアクセスのののの改善改善改善改善がががが必必必必

要要要要。。。。

JR行田駅

○JR行田駅周辺の開発が

されておらず、商業施設な

どの集積が見られない。

○JR行田駅へのアクセス

が悪く、利用しにくい。

観光客観光客観光客観光客がががが行田市行田市行田市行田市をゆっをゆっをゆっをゆっ

くりくりくりくり楽楽楽楽しむことができしむことができしむことができしむことができ

るようなるようなるようなるような、、、、環境整備環境整備環境整備環境整備がががが

必要必要必要必要。。。。

多様多様多様多様なななな観光資源観光資源観光資源観光資源のののの活用活用活用活用

やややや行田行田行田行田ブランドブランドブランドブランドのののの創出創出創出創出

などなどなどなど、、、、多多多多くのくのくのくの人人人人がががが訪訪訪訪れれれれ

るまちにするためのるまちにするためのるまちにするためのるまちにするための取取取取

組組組組みがみがみがみが必要必要必要必要。。。。

農業農業農業農業やややや農産物農産物農産物農産物をををを産業振産業振産業振産業振

興興興興だけでなくだけでなくだけでなくだけでなく、、、、観光資観光資観光資観光資

源源源源としてとしてとしてとして活用活用活用活用していくしていくしていくしていく

ことがことがことがことが必要必要必要必要。。。。

市民一人市民一人市民一人市民一人ひとりがひとりがひとりがひとりが、、、、観観観観

光客光客光客光客をををを迎迎迎迎えるおもてなえるおもてなえるおもてなえるおもてな

しししし意識意識意識意識をををを持持持持ちちちち、、、、市全体市全体市全体市全体

でででで観光観光観光観光まちづくりにまちづくりにまちづくりにまちづくりに取取取取

りりりり組組組組むことがむことがむことがむことが必要必要必要必要。。。。

観光

第第第第２２２２回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議まとめまとめまとめまとめ 第第第第２２２２回市民回市民回市民回市民まちづくりまちづくりまちづくりまちづくり会議会議会議会議でででで出出出出されたされたされたされた意見意見意見意見

中心部

○市街地の商店街の活気

がなくなっている。（シャッ

ター通りになっている。）

○商店街の衰退により、雇

用の減少、経済不振などの

影響がある。 市街地市街地市街地市街地のののの商店街商店街商店街商店街のののの

シャッターシャッターシャッターシャッター通通通通りをりをりをりを解消解消解消解消

しししし、、、、活気活気活気活気やややや賑賑賑賑わいとわいとわいとわいと取取取取

りりりり戻戻戻戻すためのすためのすためのすための取組取組取組取組みがみがみがみが

必要必要必要必要。。。。

市中心部市中心部市中心部市中心部のののの位置位置位置位置づけやづけやづけやづけや

ありありありあり方方方方についてのについてのについてのについての検討検討検討検討

がががが必要必要必要必要。。。。

JRJRJRJR行田駅周辺行田駅周辺行田駅周辺行田駅周辺のののの開発推開発推開発推開発推

進進進進によるによるによるによる拠点拠点拠点拠点づくりがづくりがづくりがづくりが

必要必要必要必要。。。。

推進体制

関連

関連

関連
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